
東日本大震災における防災施設の被害の概要 
 
１ 消火用屋外給水施設について 
 

 消火用屋外給水施設は、消火又は延焼の防止のための施設で、その事業所

に設置する大型化学消防車等の放水能力、大容量泡放水砲の放水能力におい

て１２０分継続して放水することができる量の水を供給することができる能

力を備えたものを設置することが事業者に義務付けられている。また、耐震

性に関しては、一定の耐震基準を定めているが、その機能が地震等により損

なわれた場合は給水ができずに被害の拡大を防止できないおそれがある。 
 
(1) 消火用屋外給水施設について 
 1)東日本大震災における被害状況 

①調査対象 
 東日本大震災で被害を受けたおそれのある石油コンビナート等特別防

災区域（以下「特防区域」という。）（※）の中の特定事業所（２４９事

業所）のうち、消火用屋外給水施設を設置している事業所は１７９事業

所ある。このうち３３事業所で被害が発生している。 
※ 青森県（むつ小川原、八戸）、岩手県（久慈）、宮城県（塩釜、仙台）、秋田

県（秋田）、福島県（広野、いわき）、茨城県（鹿島臨海）、千葉県（京葉臨海

北部、京葉臨海中部、京葉臨海南部）、神奈川県（京浜臨海、根岸臨海）、新

潟県（直江津）。 
 （括弧は特防区域の名称） 

 
 ＜被害の例＞ 
ａ 消火用屋外給水施設の配管の支柱が埋没したもの。消火栓も埋没している。 
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ｂ 貯水槽（左側）との接続部分が損傷し水漏れしたもの。 
この写真は、フレキシブル継手に交換したもの。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｃ 埋設配管部分が損傷し水漏れしたもの（地表に滲む程度）。 
この写真は、補修工事後のもの。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｄ 消火用屋外給水施設の加圧送水設備の基礎が不等沈下したもの。 
写真はモルタルを充填し、補修したもの。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

モルタル
充填 
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②調査結果（概要） 
 地震による被害の状況は次のとおりである。 
 なお、同一事業所が複数の消火用屋外給水施設を設置している場合は

重複計上している。このため、調査対象事業所（３３事業所）とは一致

していない。 
 今回の調査では、震度５弱以下では被害は報告されていない。 

 

 
 

＊ 地上配管とこれに接続された消火栓の「支障あり」では、震度６弱で

１件あり、亀裂により使用に支障があったとしている。 
＊ 埋設配管とこれに接続された消火栓の「支障あり」では、震度６弱で

１件あり、亀裂により使用に支障があったとしている。 
＊ 貯水槽の「支障あり」では、震度６弱で１件あり、屋外給水タンクの

側板最下段が座屈し、漏水したもので、使用に支障があったとしている。 
 
 2)設置年数による被害状況 

①調査対象 
 平成２４年度に特定防災施設の地震動による影響を評価するため、被

害の詳細を調査したもの。上記１）の事業所から２８事業所を選定した

（消火用屋外給水設備では２２事業所、流出油等防止堤では１４事業所。

（重複あり）。） 
 

②調査結果（概要） 
 地上配管とこれに接続された消火栓、埋設配管とこれに接続された消

火栓、貯水槽、加圧送水設備について調査したところ、漏水があったも

のでその設置時期が判明したものでは昭和４０年代から５０年代に設置

されたものが見られた（別添１）。 

地震による被害状況
構造別

設置事業所 被害あり 設置事業所 被害あり 設置事業所 被害あり 設置事業所 被害あり

震度別 うち支障あり うち支障あり うち支障あり うち支障あり

４以下 12 8 11 11

５弱 61 39 56 63

５強 58 2 40 3 54 5 54 1

６弱 26 9 1 11 1 1 22 7 1 24 3

６強 8 6 7 3 5

７ 1 1 1 1

合計 166 11 1 104 4 1 151 16 1 158 4 0

地上配管とこれに
接続された消火栓

埋設配管とこれに
接続された消火栓

貯水槽 加圧送水設備
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２ 流出油等防止堤等について 

 
 石油タンクの流出事故が発生した場合は、流出した石油等が拡散しないよ

うにとどめておく必要があるため、石油タンクの周囲には防油堤、流出油等

防止堤を設置することが事業者に義務付けられている。また、耐震性に関し

ては、過去の水島コンビナート重油流出事故、宮城県沖地震、阪神淡路大震

災等の教訓を踏まえ、一定の耐震基準を定めている。しかし、その機能が地

震等により損なわれた場合、被害が拡大するおそれがある。 
 なお、石油タンク本体については、東日本大震災を踏まえた有識者を含め

た検討会においても、既知の地震動に対して、一定の耐震性を有していると

評価されている。ただし、屋外貯蔵タンクは、耐震化を推進しているところ

であり、耐震基準に適合していない屋外貯蔵タンクについては早期に適合さ

せる必要がある（参考資料２）。 
 
(1)流出油等防止堤について 
 1)東日本大震災における被害状況 

①調査対象 
 東日本大震災で被害を受けたおそれのある石油コンビナート等特別防

災区域（以下「特防区域」という。）の中の特定事業所（２４９事業所）

のうち、流出油等防止堤を設置している事業所は４６事業所ある。この

うち１０事業所で被害が発生している。 
 

 ＜被害の例＞ 
ａ 盛土構造の流出油等防止堤が陥没したもの 

（写真は補修後のもの）。 
 
 
 

ｂ 盛土構造の流出油等防止堤が沈下し、
表面に亀裂が生じたもの 
（写真は補修後のもの） 
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②調査結果（概要） 
 地震による被害の状況は次のとおりである。 
 なお、同一事業所が複数の構造の流出油等防止堤を設置している場合

は重複計上している。このため、調査対象事業所（１０事業所）とは一

致していない。 
 今回の調査では、震度５弱以下では被害は報告されていない。 

 
＊ 鉄筋コンクリートの「支障あり」では、震度５強では１件あり、目地

部の損傷（目地切れ）により使用に支障があったとしている。震度６弱

では２件あり、防油堤の割れ、亀裂により使用に支障があったとしてい

る。 
＊ 盛土の「支障あり」では、陥没により、コンクリート被覆の生じた亀

裂が当該被覆を貫通したことにより使用に支障があったとしている。 
＊ その他の「支障あり」は、陥没により使用に支障があったとしている。 

 
 
 2)設置年数による被害状況 

①調査対象 
 平成２４年度に特定防災施設の地震動による影響を評価するため、被

害の詳細を調査したもの。上記１）の事業所から２８事業所を選定した

（消火用屋外給水設備では２２事業所、流出油等防止堤では１４事業所。

（重複あり）。） 
 

②調査結果（概要） 
 流出油等防止堤を構造別で調査したところ、被害の発生したもので、

その設置時期が判明したものでは昭和４０年代から５０年代に設置され

たものが見られた 
被害の状況では、液状化による沈下、目地部の開き、止水板の部分の

亀裂などがあった（別添２）。  

地震による被害状況
構造別

設置事業所 被害あり 設置事業所 被害あり 設置事業所 被害あり 設置事業所 被害あり 設置事業所 被害あり

震度別 うち支障あり うち支障あり うち支障あり うち支障あり うち支障あり

４以下 3 3 3

５弱 13 8 2 3

５強 9 2 1 6 2 3 1 1

６弱 6 3 2 7 3 2 4 1 1 3 1 1

６強 2 1 1 1

７ 1 1

合計 34 6 3 26 5 2 10 2 0 2 0 0 9 1 1

鉄筋コンクリート 盛土
鉄筋コンクリート等
（片側）併用盛土

鉄筋コンクリート等
（両側）併用盛土

その他
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(2)防油堤について 
①調査対象 

  東日本大震災で被害を受けたおそれのある危険物施設（※）に対して、被

害の概要に関する調査を実施した。 
  ※北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群

馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県 
 
②調査結果（概要） 
防油堤の被害 178 件 

  ・一部損傷（ひび割れ、亀裂等） 153 件 
  ・沈下に伴う変形や傾斜      25 件 
 
 
        表 震度別の防油堤の被害          

 
震度 

防油堤の被害件数  
一部損傷 変形や傾斜 

４ 0 0 0 
５弱 4 4 0 
５強 2 0 2 
６弱 150 129 21 
６強 20 20 0 
７ 2 0 2 

合計 178 153 25 
   （参考）調査対象地域内の全屋外タンク貯蔵所数 26,572 施設（H22.3.31 現在） 

 
 

 
 
 
 

【参考】東日本大震災における地震によるタ

ンク被害 

 調査対象タンク 26,572 基のうち 

 ・地震によるタンク本体からの流出 １件

（滲み） 

※特異な地盤条件の上に設置されたタン

クにおいて、タンク外周部の沈下により

底部変形部から流出 

目地部の損傷例 目地部の損傷例 

 

目地部の損傷例 
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消火用屋外給水施設

　（資料４　別添１）
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)の
位

置
が

ず
れ

た
。

・
構

内
の

あ
ら

ゆ
る

と
こ

ろ
で

地
盤

沈
下

。

4
貯

水
槽

（
鋼

製
：
旧

基
準

）
破

損

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
の

破
損

山
側

の
タ

ン
ク

：
8
本

中
5
本

（
海

側
）

埋
立

地
側

の
タ

ン
ク

：
3
本

く
ら

い

可
能

　
　

補
修

・
構

内
の

地
盤

条
件

は
埋

立
地

と
山

が
半

々
。

・
消

火
用

タ
ン

ク
は

山
側

と
埋

立
地

側
の

2
箇

所
あ

り
、

山
側

は
昭

和
5
2
年

、
埋

立
地

側
は

平
成

6
年

設
置

。
図

面
は

平
成

6
年

の
も

の
し

か
な

い
が

、
昭

和
5
2
年

の
タ

ン
ク

も
図

面
は

同
じ

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
・
タ

ン
ク

の
水

位
は

基
本

的
に

満
水

。
・
被

害
は

山
側

の
タ

ン
ク

で
大

き
く
、

埋
立

地
側

の
タ

ン
ク

に
は

ほ
と

ん
ど

被
害

な
し

。
・
貯

水
槽

(タ
ン

ク
)の

移
動

、
変

形
、

沈
下

は
な

し
。

・
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
か

ら
漏

水
（
亀

裂
が

入
っ

た
と

思
わ

れ
る

）
。

・
3
/
1
1
の

本
震

と
4
/
7
の

余
震

で
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

が
破

損
し

た
。

・
構

内
に

液
状

化
は

な
か

っ
た

。
構

内
に

地
盤

沈
下

は
あ

っ
た

。
・
震

度
を

表
示

す
る

地
震

計
が

常
設

さ
れ

て
い

る
が

、
被

災
当

時
は

確
認

す
る

余
裕

が
な

か
っ

た
。

構
内

の
設

備
は

震
度

5
以

上
で

緊
急

停
止

す
る

の
で

、
被

災
当

時
は

緊
急

停
止

し
た

こ
と

よ
り

構
内

の
震

度
は

5
以

上
と

思
わ

れ
る

。

5
貯

水
槽

（
鋼

製
：
旧

基
準

）
破

損
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

は
全

て
破

断
不

可
能

　
機

能
維

持
で

き
な

い
津

波
浸

水
で

の
計

装
機

器
の

不
良

補
修

・
対

岸
よ

り
の

所
見

で
は

、
外

圧
に

よ
る

損
壊

は
見

受
け

ら
れ

ず
。

・
津

波
に

よ
る

被
害

を
受

け
た

の
で

、
貯

水
槽

の
明

確
な

被
災

原
因

は
わ

か
ら

な
い

。
・
構

内
で

は
計

3
箇

所
の

噴
砂

が
見

ら
れ

た
。

・
貯

水
槽

(タ
ン

ク
)内

の
水

を
抜

い
て

マ
ン

ホ
ー

ル
か

ら
中

に
入

っ
て

、
漏

水
箇

所
を

調
べ

、
漏

水
箇

所
（
タ

ン
ク

の
底

板
）
を

溶
接

に
よ

る
補

修
お

よ
び

シ
ー

ル
で

再
被

覆
し

た
。

・
貯

水
プ

ー
ル

に
は

被
害

無
し

。

8
貯

水
槽

（
鋼

製
：
旧

基
準

）
破

損
可

能
機

能
維

持
で

き
る

通
水

し
て

漏
水

が
な

い
こ

と
を

確
認

　
補

修

・
貯

水
槽

（
タ

ン
ク

）
は

常
時

満
水

で
あ

っ
た

。
・
タ

ン
ク

は
基

礎
の

上
に

直
接

置
い

て
あ

る
だ

け
で

、
本

震
の

際
に

は
ぐ

ら
ぐ

ら
と

揺
れ

、
傾

い
た

際
に

は
底

板
が

見
え

た
。

・
マ

ウ
ン

ト
は

そ
の

ま
ま

で
沈

下
し

た
。

・
貯

水
槽

(タ
ン

ク
)自

体
に

損
傷

は
無

し
。

・
配

管
関

係
は

無
事

だ
が

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
は

圧
縮

に
よ

り
損

傷
。

損
傷

し
た

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

チ
ュ

ー
ブ

は
全

て
交

換
。

消
火

栓
（
地

上
）

破
損

・
写

真
な

し
・
ジ

ョ
イ

ン
ト

破
損

不
可

能
　

機
能

維
持

で
き

な
い

補
修

・
冷

却
水

と
消

防
兼

用
・
配

管
の

近
傍

に
液

状
化

な
し

*
地

震
発

生
後

通
水

し
た

と
こ

ろ
漏

洩
が

発
見

さ
れ

た
。

消
火

栓
（
埋

設
）

破
損

不
可

能
　

機
能

維
持

で
き

な
い

補
修

消
火

栓
（
地

上
）

変
形

可
能

　
　

　
*
地

盤
沈

下
に

よ
る

歪
み

あ
り

。

消
火

栓
（
埋

設
）

変
形

可
能

　
　

補
修

・
浮

き
上

が
り

は
な

し
。

・
地

盤
沈

下
に

よ
る

歪
み

あ
り

。
・
接

続
部

（
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
）
の

破
損

は
な

か
っ

た
。

貯
水

槽
（
鋼

製
以

外
）

亀
裂

可
能

　
　

補
修

・
壁

面
、

継
部

、
底

部
に

亀
裂

発
生

。
隅

角
部

に
隙

間
が

で
き

た
。

*
一

部
漏

水
あ

り
。

・
周

辺
で

噴
差

が
見

ら
れ

た
の

で
、

液
状

化
も

生
じ

て
い

た
と

思
わ

れ
る

。
・
配

管
に

は
被

害
な

し
。

・
近

く
に

あ
る

鋼
製

の
消

火
用

タ
ン

ク
は

無
事

だ
っ

た
の

で
、

消
火

機
能

は
維

持
で

き
て

い
た

。
加

圧
送

水
設

備
亀

裂
一

部
不

能
　

　
　

*
ポ

ン
プ

室
床

、
ポ

ン
プ

基
礎

ひ
び

割
れ

発
生

。
そ

の
他

　
不

可
能

　
　

　
・
泡

原
液

ポ
ン

プ

1
1

貯
水

槽
鋼

製
(旧

基
準

)
沈

下
と

傾
き

可
能

機
能

維
持

で
き

る
タ

ン
ク

自
身

被
害

な
し

　
補

修
・
傾

き
2
°

消
火

栓
（
地

上
）

沈
下

と
傾

き
配

管
傾

き
(配

管
自

身
被

害
な

し
)

可
能

　
　

地
上

配
管

補
修

*
地

盤
沈

下
に

よ
る

移
動

貯
水

槽
鋼

製
(旧

基
準

)
亀

裂
と

沈
下

不
等

沈
下

(タ
ン

ク
自

身
被

害
な

し
)

可
能

　
　

貯
水

槽
補

修
・
N

o
.8

0
1
　

8
5
0
ｋ
L

*
タ

ン
ク

基
礎

リ
ン

グ
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
亀

裂
、

水
槽

タ
ン

ク
基

礎
沈

下
加

圧
送

水
設

備
沈

下
と

傾
き

液
状

化
に

よ
り

可
能

　
　

加
圧

送
水

設
備

補
修

*
水

槽
タ

ン
ク

沈
下

に
よ

る
消

火
ポ

ン
プ

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

チ
ュ

ー
ブ

の
曲

が
り

消
火

栓
（
地

上
）

亀
裂

と
変

形
ジ

ョ
イ

ン
ト

部
分

が
被

害
可

能
機

能
維

持
で

き
る

　
地

上
配

管
補

修
・
4
/
9
.1

2
の

余
震

で
被

害
が

大
き

い
、

発
生

時
期

明
確

で
は

な
い

。
・
被

害
1
4
ヶ

所
　

図
面

　
青

：
地

上
配

管
　

赤
：
地

下
配

管

消
火

栓
（
埋

設
）

亀
裂

可
能

機
能

維
持

で
き

る
　

埋
設

配
管

補
修

・
地

下
で

は
特

定
で

き
な

い
。

・
埋

没
深

は
1
m

ほ
ど

・
地

盤
の

明
確

的
は

被
害

が
な

い
。

建
物

は
杭

基
礎

の
た

め
地

盤
沈

下
は

な
い

が
、

周
辺

地
盤

に
沈

下
が

み
ら

れ
る

1
4

1
3

施
設

の
使

用
性

被
災

状
況

そ
の

後
の

対
策

番
号

1
02 9

9



津
波

の
高

さ
（
敷

地
G

L
よ

り
）

高
さ

（
m

)
幅

(m
)

長
さ

(m
)

径
（
m

）
そ

の
他

(m
)

(m
)

消
火

栓
（
地

上
配

管
）

昭
和

5
7
～

5
8
年

埋
立

地
鉄

直
接

基
礎

地
上

液
状

化

貯
水

槽
（
鋼

製
：
旧

基
準

）
9
.6

2
3
m

8
.7

3
m

杭
長

：
約

1
0
m

容
量

：
5
0
0
m

3
昭

和
5
7
～

5
8
年

埋
立

地
鉄

杭
基

礎
地

上
液

状
化

加
圧

送
水

設
備

9
.3

5
m

約
3
m

5
.2

m
昭

和
5
7
～

5
8
年

埋
立

地
　

直
接

基
礎

地
上

液
状

化

1
6

消
火

栓
（
地

上
配

管
）

0
.2

m
昭

和
5
3
年

8
月

4
日

　
鉄

直
接

基
礎

地
上

液
状

化
無

し

1
8

消
火

栓
（
地

上
配

管
）

径
0
.2

m
昭

和
5
2
年

　
鉄

　
地

上
地

震
動

無
し

2
1

消
火

栓
（
地

上
配

管
）

0
.3

0
m

　
鉄

　
地

上
地

震
動

無
し

2
2

消
火

栓
（
埋

設
配

管
）

径
0
.1

5
m

埋
立

地
鉄

　
地

下
液

状
化

無
し

消
火

栓
（
地

上
配

管
）

平
成

6
年

9
月

2
6
日

　
鉄

直
接

基
礎

地
上

液
状

化

加
圧

送
水

設
備

平
成

6
年

9
月

2
6
日

　
　

　
地

上
液

状
化

2
4

貯
水

槽
鋼

製
(旧

基
準

)
　

鉄
杭

基
礎

地
上

地
震

動
無

し

2
5

貯
水

槽
（
鋼

製
：
旧

基
準

）
1
3
.6

5
m

1
7
.4

3
m

平
成

6
年

4
月

1
5
日

埋
立

地
（
盛

土
）

鉄
直

接
基

礎
地

上
地

震
動

無
し

消
火

栓
（
地

上
配

管
）

0
.2

m
メ

イ
ン

は
昭

和
4
8
年

砂
鉄

直
接

基
礎

地
上

液
状

化

貯
水

槽
（
鋼

製
以

外
）

3
.7

m
1
2
.5

m
1
8
m

メ
イ

ン
は

昭
和

4
8
年

　
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
半

地
下

地
震

動

消
火

栓
（
地

上
配

管
）

0
.4

6
m

昭
和

5
2
年

以
降

　
鉄

直
接

基
礎

地
上

液
状

化

加
圧

送
水

設
備

3
.2

5
m

5
.1

m
1
1
.2

m
昭

和
5
5
年

3
月

　
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
液

状
化

と
津

波

2
8

消
火

栓
（
埋

設
配

管
）

約
0
.1

m
深

さ
約

1
m

1
期

工
事

：
2
0
0
7
年

春
2
期

工
事

：
2
0
0
8
年

8
月

埋
立

地
鉄

杭
基

礎
地

下
液

状
化

有
り

波
高

は
5
～

6
m

く
ら

い
（
事

務
棟

床
あ

た
り

ま
で

浸
水

）

消
火

栓
（
埋

設
配

管
）

0
.1

5
m

深
さ

1
～

1
.2

m
損

傷
部

分
5
m

昭
和

4
5
年

前
後

埋
立

地
鉄

　
地

下
地

震
動

貯
水

槽
（
鋼

製
以

外
）

1
.5

m
1
0
m

2
0
m

消
防

水
利

2
0
0
0
m

3
昭

和
4
0
年

く
ら

い
埋

立
地

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
　

地
上

地
震

動

無
し

2
3

津
波

の
有

無

海
抜

7
ｍ

く
ら

い
か

そ
れ

以
下

ま
で

浸
水

1
5

　
津

波
は

途
中

で
止

ま
っ

た

2
6

有
り

設
置

年
月

日
地

盤
条

件
構

造
基

礎
形

式
位

置
想

定
さ

れ
る

被
災

原
因

被
害

の
あ

っ
た

施
設

の
分

類
構

造
寸

法
番

号

2
9

無
し

有
り

波
高

は
6
m

く
ら

い
（
機

械
室

は
1
m

く
ら

い
浸

水
）

2
7

10



そ
の

他

施
設

の
種

類
被

災
の

状
況

定
量

的
可

能
・
不

可
能

可
能

記
述

不
可

能
記

述
（
・
今

回
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
り

分
か

っ
た

こ
と

、
*
前

回
の

資
料

を
参

考
）

消
火

栓
（
地

上
）

沈
下

3
0
～

4
0
c
m

沈
下

可
能

機
能

維
持

で
き

る
亀

裂
・
剥

離
が

な
く
、

通
水

で
き

た
。

　
補

修
・
地

盤
沈

下
の

影
響

で
傾

い
た

。

貯
水

槽
（
鋼

製
：
旧

基
準

）
沈

下
4
0
c
m

く
ら

い
沈

下
可

能
機

能
維

持
で

き
る

タ
ン

ク
に

傾
き

が
あ

る
も

の
の

、
漏

水
な

し
。

　
補

修
・
貯

水
タ

ン
ク

は
2
つ

あ
り

、
そ

の
う

ち
の

ひ
と

つ
が

被
災

し
た

。
・
タ

ン
ク

単
体

（
ビ

ス
留

め
）
の

揺
れ

は
な

か
っ

た
。

・
タ

ン
ク

周
辺

は
全

体
的

に
液

状
化

し
、

基
礎

か
ら

傾
い

た
。

加
圧

送
水

設
備

沈
下

可
能

機
能

維
持

で
き

る
基

礎
沈

下
に

よ
る

傾
き

は
あ

る
も

の
の

、
漏

水
な

し
。

　
補

修
・
ポ

ン
プ

の
ジ

ョ
イ

ン
ト

部
（
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
チ

ュ
ー

ブ
）
に

応
力

が
集

中
し

、
変

形
し

た
。

*
基

礎
沈

下
に

よ
る

傾
き

あ
り

、
漏

れ
は

な
し

。

1
6

消
火

栓
（
地

上
）

沈
下

、
傾

き
可

能
機

能
維

持
で

き
る

ポ
ン

プ
起

動
に

よ
る

配
管

充
圧

確
認

実
施

。
　

未
補

修
・
被

災
し

た
状

態
で

現
在

も
運

用
中

。
・
全

体
的

に
沈

下
し

、
配

管
が

地
面

に
接

し
て

い
る

（
沈

下
し

て
い

な
い

箇
所

も
あ

る
）
。

・
元

々
の

地
盤

レ
ベ

ル
は

G
L
+
0
.2

～
0
.3

m
く
ら

い
。

1
8

消
火

栓
（
地

上
）

変
形

ジ
ョ

イ
ン

ト
部

地
震

に
よ

る
変

形
可

能
機

能
維

持
で

き
る

　
補

修

・
加

速
波

　
2
5
0
ga

l
・
震

度
6

・
被

害
の

ジ
ョ

イ
ン

ト
部

　
径

2
0
c
m

*
消

防
車

用
の

給
水

消
火

栓
の

給
水

加
圧

ポ
ン

プ
サ

ク
シ

ョ
ン

側
フ

レ
キ

ホ
ー

ス
が

ズ
レ

、
使

用
上

問
題

な
い

レ
ベ

ル
で

あ
っ

た
が

補
修

を
行

い
使

用
中

。

2
1

消
火

栓
（
地

上
）

亀
裂

地
盤

崩
落

に
よ

る
被

害
可

能
応

急
的

な
対

応
で

対
処

　
選

択
し

て
く
だ

さ
い

・
地

震
、

斜
面

が
崩

れ
て

配
管

が
変

形
、

使
用

不
能

の
部

分
ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ
し

て
全

体
的

機
能

と
し

て
応

急
的

に
使

用
可

能
。

*
地

上
設

置
の

屋
外

給
水

配
管

は
常

時
通

水
さ

れ
て

い
る

が
、

地
震

に
よ

り
損

傷
し

た
8
・
9
バ

ー
ス

付
近

の
配

管
よ

り
漏

水
し

た
。

*
地

震
・
津

波
で

護
岸

が
崩

落
し

、
そ

の
際

に
配

管
の

一
部

が
折

損
、

開
口

し
た

た
め

、
応

急
措

置
と

し
て

破
損

部
の

近
傍

に
仕

切
り

板
を

挿
入

し
、

破
損

部
を

縁
切

り
し

て
そ

れ
以

外
の

部
分

を
使

用
可

能
な

状
2
2

消
火

栓
（
埋

設
）

変
形

地
盤

変
形

に
よ

る
伸

び
可

能
機

能
維

持
で

き
る

　
補

修
*
6
/
1
5
現

在
使

用
可

能

消
火

栓
（
地

上
）

変
形

可
能

機
能

維
持

で
き

る
　

補
修

・
情

報
の

取
扱

い
に

つ
い

て
、

工
場

名
、

被
害

を
公

開
す

る
の

か
懸

念
。

・
送

水
管

、
変

形
、

隆
起

(地
下

管
蛇

行
、

埋
設

管
掘

り
起

こ
し

)
・
漏

水
が

長
か

っ
た

。
・
す

べ
り

、
ズ

レ
が

c
m

レ
ベ

ル
で

吸
収

で
き

る
範

囲
内

・
場

内
液

状
化

な
し

*
地

震
後

2
5
0
A

消
火

配
管

が
液

状
化

に
よ

る
地

盤
沈

下
に

伴
い

蛇
行

変
形

し
た

が
耐

圧
試

験
を

行
い

、
漏

水
箇

所
が

な
い

こ
と

を
確

認
。

*
変

更
箇

所
に

つ
い

て
は

後
日

、
最

終
復

旧
工

事
(道

路
補

修
)に

て
改

修
予

定

加
圧

送
水

設
備

変
形

可
能

　
　

補
修

・
地

上
配

管
*
地

震
後

、
目

視
確

認
し

、
加

圧
ポ

ン
プ

吸
入

側
の

ベ
ロ

ー
に

曲
が

り
が

見
ら

れ
た

が
配

管
サ

ポ
ー

ト
の

レ
ベ

ル
確

認
調

整
で

水
平

に
復

帰
で

き
た

。
2
4

貯
水

槽
鋼

製
(旧

基
準

)
そ

の
他

基
礎

か
ら

破
損

可
能

機
能

維
持

で
き

る
機

能
維

持
で

き
な

い
補

修
*
貯

水
槽

(タ
ン

ク
)下

部
の

雨
水

浸
入

防
止

(F
R

P
部

)が
割

れ
て

い
た

。

2
5

貯
水

槽
（
鋼

製
：
旧

基
準

）

南
側

に
1
1
m

m
沈

下
。

南
東

側
に

最
大

3
0
m

m
の

倒
れ

込
み

（
ト

ラ
ン

シ
ッ

ト
で

測
量

）
。

可
能

　
　

補
修

・
貯

水
槽

周
り

は
元

々
地

盤
が

全
体

的
に

下
が

っ
て

い
た

。
・
貯

水
槽

は
常

時
満

水
。

・
貯

水
槽

と
配

管
に

ず
れ

が
生

じ
た

た
め

、
ベ

ロ
ー

ズ
が

被
災

し
、

水
が

浸
み

た
（
漏

水
な

し
）
。

・
貯

水
槽

の
沈

下
は

本
震

の
2
,3

日
後

に
発

見
し

た
た

め
、

被
災

は
本

震
に

よ
る

も
の

か
、

余
震

に
よ

る
も

の
か

わ
か

ら
な

い
。

・
配

管
の

直
径

は
1
1
イ

ン
チ

と
3
4
イ

ン
チ

。
・
屋

内
1
F
に

地
震

計
を

設
置

。
本

震
で

は
最

大
加

速
度

3
0
5
G

A
L
を

記
録

。
　

余
震

の
記

録
（
最

大
加

速
度

、
震

度
）
も

あ
る

。

消
火

栓
（
地

上
）

変
形

5
～

6
c
m

程
基

礎
が

浮
い

て
い

た
。

可
能

機
能

維
持

で
き

る
通

水
可

能
だ

っ
た

　
補

修

・
液

状
化

に
よ

る
土

管
の

浮
き

上
が

り
が

原
因

。
・
被

災
後

は
配

管
が

基
礎

を
支

え
て

い
る

箇
所

も
あ

っ
た

。
・
液

状
化

し
た

場
所

は
地

盤
が

波
打

っ
て

い
た

。
・
本

震
は

常
設

の
地

震
計

で
3
5
0
G

A
L
以

上
を

記
録

（
地

震
計

は
3
5
0
G

A
L
ま

で
し

か
測

定
で

き
な

い
た

め
）
。

・
鹿

島
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
で

液
状

化
の

被
害

が
大

き
か

っ
た

の
は

、
西

部
ヤ

ー
ド

の
池

の
埋

立
地

地
区

。
貯

水
槽

（
鋼

製
以

外
）

破
損

可
能

機
能

維
持

で
き

る
通

水
可

能
だ

っ
た

　
補

修
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
自

体
は

無
事

。
ス

レ
ー

ト
の

み
破

損
。

消
火

栓
（
地

上
）

沈
下

最
大

沈
下

量
8
0
0
m

m
（
浮

き
上

が
り

も
あ

り
）

可
能

機
能

維
持

で
き

る
配

管
か

ら
の

漏
水

は
な

か
っ

た
（
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
若

干
漏

水
が

あ
っ

た
）

　
補

修

加
圧

送
水

設
備

破
損

、
傾

き
不

可
能

　
機

能
維

持
で

き
な

い
エ

ン
ジ

ン
が

海
水

に
浸

か
っ

た
た

め
補

修

2
8

消
火

栓
（
埋

設
）

破
損

、
変

形
6
0
0
m

m
く
ら

い
側

方
流

動
で

ず
れ

た
。

不
可

能
　

機
能

維
持

で
き

な
い

漏
水

が
あ

っ
た

た
め

そ
の

他

・
護

岸
近

傍
の

た
め

液
状

化
に

よ
り

流
動

し
た

（
側

方
流

動
）
。

・
側

方
流

動
に

よ
り

、
護

岸
が

傾
い

た
。

・
被

災
時

は
停

電
し

て
い

た
の

で
、

消
火

栓
の

被
害

は
後

日
発

覚
し

た
。

・
防

油
堤

に
は

ク
ラ

ッ
ク

（
ひ

び
程

度
）
や

か
た

む
き

が
あ

っ
た

た
め

、
コ

ー
キ

ン
グ

で
か

さ
増

し
・
杭

の
診

断
と

し
て

超
音

波
調

査
や

掘
削

に
よ

る
目

視
確

認
を

実
施

し
た

。
*
地

震
発

生
後

加
圧

テ
ス

ト
に

よ
り

破
損

が
確

認
さ

れ
た

。

消
火

栓
（
埋

設
）

破
損

5
m

m
計

3
カ

所
不

可
能

　
機

能
維

持
で

き
な

い
地

表
に

滲
む

程
度

の
漏

水
を

確
認

し
た

た
め

、
元

を
閉

め
た

補
修

貯
水

槽
（
鋼

製
以

外
）

亀
裂

可
能

機
能

維
持

で
き

る
滲

み
程

度
で

流
出

な
し

使
用

し
な

が
ら

補
修

　
補

修

2
3

施
設

の
使

用
性

被
災

状
況

そ
の

後
の

対
策

1
5

2
6

番
号

・
配

管
の

変
形

は
弾

性
域

で
あ

っ
た

（
ジ

ャ
ッ

キ
で

上
げ

て
元

に
戻

っ
た

）
。

・
貯

水
槽

(タ
ン

ク
)側

の
配

管
は

変
形

あ
ま

り
な

し
。

・
場

所
に

よ
っ

て
は

配
管

の
下

に
取

水
路

な
ど

の
埋

設
物

が
あ

り
、

震
災

で
不

等
沈

下
が

生
じ

た
。

・
本

震
で

は
タ

ー
ビ

ン
2
F
の

地
震

計
に

て
最

大
加

速
度

3
6
8
G

A
L
を

記
録

。
・
道

路
は

波
打

っ
て

い
た

。

2
9

・
消

火
栓

に
別

ル
ー

ト
な

し
（
消

防
車

両
で

代
替

）
。

・
配

管
の

年
代

が
古

い
た

め
、

車
両

の
振

動
や

腐
食

な
ど

に
よ

り
肉

が
薄

く
な

っ
て

い
た

。
・
隣

の
島

で
は

液
状

化
が

生
じ

た
（
埋

立
の

年
代

が
異

な
る

）
。

2
7

11



流出油等防止堤

　（資料４　別添２）
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津
波

の
高

さ
（
敷

地
G

L
よ

り
）

高
さ

（
m

)
幅

(m
)

長
さ

(m
)

そ
の

他
(m

)
(m

)

1
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ

G
.L

.+
1
.5

m
～

2
.2

m
基

礎
上

か
ら

の
高

さ
：
1
.9

m

0
.2

m
昭

和
5
0
年

～
平

成
3
年

盛
土

、
シ

ル
ト

、
（
砂

）
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
地

震
動

有
り

1
～

1
.5

m

2
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
G

.L
.+

約
0
.8

5
～

1
.4

m
約

0
.3

～
0
.5

m
東

側
：
昭

和
5
5
年

西
側

：
昭

和
4
2
年

埋
立

地
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
液

状
化

有
り

約
1
.5

m

8
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
G

.L
.+

約
1
.1

m
構

内
の

竣
工

：
昭

和
5
4
年

埋
立

地
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
　

地
上

地
震

動
有

り
0
.4

m

9
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
0
.7

m
0
.1

5
m

3
3
2
m

3
昭

和
4
5
年

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
　

有
り

南
半

分
浸

水
(タ

ン
ク

は
北

半
分

に
あ

る
)

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
G

.L
.+

0
.8

m
基

礎
上

か
ら

の
高

さ
：
1
.1

5
m

0
.1

5
m

昭
和

5
3
年

1
2
月

2
4
日

（
図

面
作

成
日

）
埋

立
地

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
　

盛
土

　
土

　
地

上
　

片
側

併
用

盛
土

　
　

　
地

上
　

1
1

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
1
.8

5
m

0
.2

m
昭

和
5
6
年

3
月

埋
立

地
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
液

状
化

無
し

1
2

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
G

.L
.+

約
1
.2

m
0
.1

6
～

0
.2

m
昭

和
4
3
年

9
月

2
5
日

砂
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
地

震
動

　

設
置

年
月

日
地

盤
条

件
構

造

1
0

番
号

約
0
.6

m
南

端
E
地

区
の

み
浸

水
有

り

被
害

の
あ

っ
た

施
設

の
分

類
位

置
想

定
さ

れ
る

被
災

原
因

津
波

の
有

無
基

礎
形

式
構

造
寸

法
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そ
の

他

施
設

の
種

類
被

災
の

状
況

定
量

的
可

能
・
不

可
能

可
能

記
述

不
可

能
記

述
（
・
今

回
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
り

分
か

っ
た

こ
と

、
*
前

回
の

資
料

を
参

考
）

1
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
（
目

地
部

）
亀

裂
：
2
8
箇

所
最

大
亀

裂
幅

は
3
0
～

5
0
m

m
可

能
　

　
補

修

・
流

出
油

防
止

堤
は

4
種

類
あ

る
．

①
西

部
：
設

置
）
昭

和
5
0
～

5
3
年

、
補

修
）
シ

ー
ル

4
箇

所
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

2
箇

所
　

　
　

　
　

 構
造

）
H

=
1
.7

m
、

W
=
0
.2

m
、

L
=
2
3
0
m

②
南

西
部

：
設

置
）
昭

和
5
0
～

5
3
年

、
補

修
）
シ

ー
ル

5
箇

所
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3
箇

所
　

　
　

　
　

　
　

構
造

）
H

=
2
.2

m
、

W
=
0
.2

m
、

L
=
2
0
3
m

③
中

央
部

：
設

置
）
昭

和
5
6
年

（
西

側
）
、

平
成

2
年

（
東

側
）

　
　

　
　

　
　

　
補

修
）
天

端
2
箇

所
、

シ
ー

ル
9
箇

所
　

　
　

　
　

　
　

構
造

）
H

=
1
.7

m
、

W
=
0
.2

m
、

L
=
3
7
8
m

④
南

東
部

：
設

置
）
平

成
3
年

、
補

修
）
シ

ー
ル

1
箇

所
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

2
箇

所
　

　
　

　
　

　
　

構
造

）
H

=
1
.5

m
、

W
=
0
.2

m
、

L
=
2
1
0
m

・
防

止
堤

④
に

つ
い

て
は

津
波

が
侵

入
し

た
。

・
防

止
堤

の
被

害
：
目

地
部

シ
ー

リ
ン

グ
剤

の
割

れ
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ひ

び
割

れ
・
防

止
堤

の
一

般
部

に
は

亀
裂

な
し

。
・
防

止
堤

の
目

地
部

の
亀

裂
の

種
類

と
し

て
は

開
き

が
多

い
。

・
止

水
版

は
健

全
で

あ
っ

た
。

被
害

と
し

て
は

止
水

版
に

引
っ

張
ら

れ
て

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
崩

れ
た

。
・
構

内
は

毎
年

全
体

的
に

約
1
0
m

m
沈

下
し

て
い

る
。

・
元

々
海

側
で

の
沈

下
量

が
大

き
く
、

経
年

的
に

目
地

が
開

く
の

で
、

そ
の

都
度

補
修

し
て

い
る

。
・
地

盤
沈

下
は

こ
の

地
区

で
一

番
大

き
い

。

2
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
（
目

地
部

）

亀
裂

：
多

数
（
た

だ
し

経
年

劣
化

も
あ

り
）

1
0
0
m

m
く
ら

い
の

段
差

が
生

じ
た

箇
所

あ
り

。

可
能

　
　

補
修

・
被

災
原

因
は

片
側

が
沈

下
し

て
い

る
の

で
、

液
状

化
が

可
能

性
と

し
て

考
え

ら
れ

る
。

・
液

状
化

の
痕

跡
と

し
て

は
1
箇

所
噴

砂
し

た
と

こ
ろ

が
あ

る
。

・
構

内
の

地
盤

は
浅

部
に

岩
が

あ
る

と
こ

ろ
と

沼
地

の
埋

立
地

の
2
種

類
あ

る
。

・
防

止
堤

の
被

害
が

多
か

っ
た

の
は

東
側

で
あ

り
、

東
側

の
地

盤
は

沼
地

の
埋

立
地

で
あ

る
。

・
防

止
堤

の
一

般
部

に
は

亀
裂

は
ほ

と
ん

ど
な

し
。

8
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
（
目

地
部

）
、

崩
落

亀
裂

：
1
0
箇

所
最

大
亀

裂
幅

は
5
0
m

m
（
貫

通
）

可
能

　
　

補
修

・
防

止
堤

の
被

害
は

4
/
1
1
と

4
/
1
2
の

余
震

が
原

因
で

あ
る

（
3
/
1
1
の

時
点

で
は

健
全

で
あ

っ
た

）
。

こ
れ

ら
余

震
に

伴
い

、
構

内
の

土
地

が
沈

下
し

た
。

・
余

震
で

地
割

れ
が

ま
だ

収
ま

ら
な

い
。

・
液

状
化

に
よ

る
被

害
は

タ
ン

ク
ヤ

ー
ド

の
一

部
や

浄
化

槽
が

あ
る

建
屋

の
わ

き
で

起
き

た
。

・
現

在
、

災
害

対
応

型
施

設
に

工
事

中
。

9
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
(一

般
部

)と
崩

落
と

沈
下

傾
き

、
割

れ
*
2
0
0
m

m
不

可
能

　
機

能
維

持
で

き
な

い
補

修

・
液

状
化

：
数

箇
所

、
タ

ン
ク

近
く
1
ヶ

所
・
防

油
堤

も
う

1
ヶ

所
、

ひ
び

割
れ

、
た

て
亀

裂
(廃

止
)

全
部

2
箇

所
(1

5
0
0
kL

)、
S
5
0
年

、
R

C
、

直
接

基
礎

・
H

=
1
.5

m
、

W
=
0
.2

m
・
津

波
約

2
m

(以
上

？
)、

防
油

堤
内

津
波

浸
水

*
最

大
4
8
0
,0

0
0
kg

(第
6
類

)の
屋

外
タ

ン
ク

貯
蔵

所
3
基

の
防

油
堤

で
、

地
震

に
よ

り
亀

裂
が

発
生

し
た

。
タ

ン
ク

及
び

付
属

配
管

か
ら

の
漏

洩
は

な
か

っ
た

。

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
・
不

陸
・
崩

落
亀

裂
：
1
0
0
箇

所
程

度
最

大
亀

裂
幅

は
約

5
0
m

m
可

能
　

　
未

補
修

・
津

波
に

よ
る

被
災

（
背

面
の

土
が

抉
ら

れ
た

と
こ

ろ
も

あ
る

）
。

・
被

害
が

あ
っ

た
の

は
埋

立
(E

)地
区

東
側

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
流

出
油

防
止

堤
（
陸

側
に

被
害

は
な

か
っ

た
）
。

・
流

出
油

防
止

堤
は

設
置

し
て

あ
る

タ
ン

ク
容

量
（
6
5
0
0
kL

タ
ン

ク
の

み
）
か

ら
石

災
法

上
不

要
と

な
る

た
め

復
旧

し
な

い
。

・
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
6
0
0
～

8
0
0
m

m

盛
土

亀
裂

・
不

陸
亀

裂
：
5
0
箇

所
程

度
最

大
亀

裂
幅

は
約

2
0
m

m
可

能
　

　
　

片
側

併
用

盛
土

亀
裂

・
不

陸
可

能
　

　
　

1
1

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
と

沈
下

2
0
×

2
,0

0
0
×

2
0
0

目
地

部
間

可
能

被
災

が
部

分
的

　
補

修

1
2

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
（
一

般
部

、
目

地
部

）

一
般

部
の

亀
裂

：
1
箇

所
（
亀

裂
幅

は
4
0
m

m
、

長
さ

は
1
0
,0

0
0
m

m
（
最

大
）
）

目
地

部
の

亀
裂

：
5
箇

所

可
能

　
　

補
修

・
亀

裂
が

貫
通

し
た

の
は

目
地

部
上

部
1
箇

所
の

み
（
1
0
m

m
程

度
の

目
開

き
）
。

そ
れ

以
外

は
貫

通
し

て
い

な
い

。
・
延

長
し

た
継

目
の

み
、

1
0
m

m
く
ら

い
目

開
き

。
・
防

止
堤

内
側

で
地

割
れ

は
あ

っ
た

も
の

の
、

土
は

見
え

な
か

っ
た

。
・
液

状
化

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

1
0

番
号

被
災

状
況

施
設

の
使

用
性

そ
の

後
の

対
策
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津
波

の
高

さ
（
敷

地
G

L
よ

り
）

高
さ

（
m

)
幅

(m
)

長
さ

(m
)

そ
の

他
(m

)
(m

)

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ

G
.L

.+
0
.7

m
以

上
基

礎
上

か
ら

の
高

さ
：
1
.2

7
m

0
.1

5
～

0
.2

0
m

昭
和

5
2
年

8
月

1
0
日

埋
立

地
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
液

状
化

盛
土

G
.L

.+
0
.8

m
以

上
堤

幅
：
1
.0

m
法

面
：
4
5
°

　
土

　
地

上
液

状
化

そ
の

他
　

　
　

地
上

液
状

化

1
7

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
0
.5

m
0
.2

m
昭

和
5
2
年

　
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
地

震
動

無
し

1
8

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
2
.1

m
0
.2

5
m

昭
和

5
4
年

　
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
地

震
動

無
し

1
9

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
G

.L
.+

1
.5

m
基

礎
上

か
ら

の
高

さ
：
1
.8

m
0
.2

m
T
T
-
2
0
1
D

：
平

成
6
年

T
T
-
2
0
2
B

：
平

成
7
年

砂
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
地

震
動

有
り

海
抜

6
.5

m
浸

水

2
0

盛
土

0
.6

5
m

頂
部

：
1
.0

m
底

部
：
2
.9

5
m

1
3
1
4
.6

m
昭

和
5
3
年

9
月

1
2
日

砂
土

直
接

基
礎

地
上

地
震

動
有

り
6
.5

m

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
0
.4

5
m

0
.1

5
m

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
地

震
動

無
し

盛
土

0
.4

m
0
.1

m
土

直
接

基
礎

地
上

地
震

動
無

し

片
側

併
用

盛
土

0
.5

m
0
.1

2
m

　
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
地

震
動

無
し

2
2

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
昭

和
2
2
年

埋
立

地
鉄

筋
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
直

接
基

礎
地

上
液

状
化

無
し

設
置

年
月

日
地

盤
条

件
構

造

2
1

番
号

1
6

無
し

被
害

の
あ

っ
た

施
設

の
分

類
位

置
想

定
さ

れ
る

被
災

原
因

津
波

の
有

無
基

礎
形

式
構

造
寸

法
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そ
の

他

施
設

の
種

類
被

災
の

状
況

定
量

的
可

能
・
不

可
能

可
能

記
述

不
可

能
記

述
（
・
今

回
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
り

分
か

っ
た

こ
と

、
*
前

回
の

資
料

を
参

考
）

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
（
目

地
部

）
、

沈
下

亀
裂

：
6
箇

所
。

最
大

亀
裂

幅
は

約
1
0
0
m

m
で

、
長

さ
は

8
0
0
m

m
沈

下
・
陥

没
は

盛
土

と
併

せ
て

計
8
箇

所

不
可

能
　

機
能

維
持

で
き

な
い

液
状

化
に

よ
り

沈
下

し
た

た
め

、
容

量
不

足
補

修

・
防

油
堤

に
は

大
き

な
被

害
が

あ
っ

た
。

・
2
～

3
号

機
の

境
目

が
元

海
岸

線
。

・
液

状
化

に
よ

り
1
.7

m
程

海
側

へ
押

し
寄

せ
た

。
・
液

状
化

に
よ

り
沈

下
し

た
防

止
堤

は
補

修
の

際
に

か
さ

上
げ

。
・
被

害
の

ほ
と

ん
ど

は
液

状
化

に
よ

る
沈

下
で

あ
り

、
倒

れ
る

形
の

被
害

は
お

お
む

ね
無

し
。

・
地

震
計

が
3
号

本
館

南
部

2
F
に

設
置

さ
れ

て
お

り
、

本
震

で
は

最
大

加
速

度
3
4
8
G

A
L
を

記
録

し
た

。

盛
土

陥
没

亀
裂

：
2
箇

所
最

大
陥

没
は

約
8
0
0
m

m
沈

下
・
陥

没
は

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

と
併

せ
て

計
8
箇

所

不
可

能
　

機
能

維
持

で
き

な
い

液
状

化
に

よ
り

陥
没

し
た

た
め

、
容

量
不

足
補

修
・
防

止
堤

の
ほ

と
ん

ど
が

盛
土

型
。

・
液

状
化

に
よ

る
沈

下
で

ス
ロ

ー
プ

が
陥

没
。

そ
の

他
沈

下
、

亀
裂

可
能

　
通

行
で

き
な

い
ま

で
の

被
害

で
は

な
か

っ
た

。
　

補
修

・
防

災
道

路
（
特

定
通

路
）

・
通

行
で

き
な

い
ま

で
の

被
害

で
は

な
か

っ
た

。
(波

う
っ

た
。

ひ
び

割
れ

)

1
7

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
(一

般
部

、
目

地
部

)
亀

裂
：
1
箇

所
(5

m
m

)
可

能
機

能
維

持
で

き
る

　
補

修

・
構

造
物

、
建

物
は

特
に

被
害

な
し

・
電

気
、

水
な

く
操

業
が

で
き

な
い

(特
に

水
：
工

場
で

の
水

道
管

破
壊

)
・
防

油
堤

は
数

箇
所

あ
る

が
、

被
害

が
あ

る
の

は
1
ヶ

所
*
地

震
に

よ
り

亀
裂

が
発

生
す

る
も

内
容

物
の

流
出

は
な

く
、

念
の

た
め

亀
裂

部
に

は
土

の
う

に
て

応
急

処
置

を
実

施

1
8

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
（
目

地
部

）
数

ヶ
所

可
能

機
能

維
持

で
き

る
　

補
修

・
地

盤
段

差
が

あ
る

(防
油

堤
の

近
く
)

・
地

上
配

管
径

2
0
0
m

m
・
カ

ネ
カ

は
高

台
に

あ
る

。
津

波
は

6
.8

m
*
V

C
M

2
0
0
0
t貯

槽
の

流
出

防
止

用
防

液
堤

の
一

部
に

亀
裂

が
発

生
し

、
使

用
上

問
題

に
な

る
レ

ベ
ル

で
は

な
か

っ
た

が
、

亀
裂

部
を

樹
脂

埋
め

に
て

補
修

を
行

い
使

用
中

。
*
亀

裂
：
3
ヶ

所
　

1
0
m

m
　

3
ヶ

所
と

も
に

防
液

堤
コ

ン
ク

リ
ー

ト
継

ぎ
部

に
て

亀
裂

が
発

生

1
9

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
（
一

般
部

、
目

地
部

）

亀
裂

：
3
箇

所
。

亀
裂

幅
は

1
0
m

m
以

下
。

可
能

　
外

部
へ

の
流

出
な

し
。

　
補

修

・
T
T
-
2
0
1
D

の
防

止
堤

は
一

部
被

災
・
T
T
-
2
0
2
B

の
防

止
堤

は
全

周
被

災
・
地

震
後

に
ひ

び
割

れ
た

部
分

が
白

く
な

っ
て

い
た

（
白

華
現

象
）
。

　
こ

の
ひ

び
割

れ
は

地
震

に
よ

っ
て

生
じ

た
か

判
断

が
つ

か
な

い
。

・
防

止
堤

周
辺

に
は

液
状

化
の

跡
な

し
。

・
水

脈
が

あ
る

地
盤

（
水

位
が

高
い

箇
所

）
で

は
液

状
化

が
2
箇

所
あ

っ
た

（
水

の
噴

き
上

げ
）
。

・
タ

ン
ク

の
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

が
破

損
し

た
。

・
地

震
計

が
2
個

あ
り

、
本

震
で

は
1
F
の

地
震

計
で

最
大

加
速

度
2
4
5
G

A
L
、

震
度

6
を

記
録

し
た

。
*
内

液
あ

り
、

外
部

へ
の

流
出

な
し

。

2
0

盛
土

亀
裂

（
一

般
部

）

地
盤

沈
下

に
よ

る
崩

れ
が

1
箇

所
、

亀
裂

は
表

層
ア

ス
モ

ル
に

3
箇

所
。

表
層

ア
ス

モ
ル

の
最

大
亀

裂
幅

は
約

5
0
m

m
、

長
さ

は
1
,0

0
0
m

m
。

可
能

機
能

維
持

で
き

る
表

面
の

み
の

崩
れ

で
あ

り
、

機
能

に
問

題
は

な
か

っ
た

。
　

補
修

・
埋

設
排

水
溝

が
あ

る
盛

土
で

局
所

的
な

沈
下

が
生

じ
た

。
・
埋

設
排

水
溝

は
無

事
で

あ
り

、
補

修
は

な
し

。
・
直

接
基

礎
の

擁
壁

に
は

被
害

な
し

。
・
液

状
化

に
よ

る
損

傷
な

し
(施

設
は

杭
基

礎
)。

・
屋

外
地

表
面

に
常

設
の

地
震

計
が

あ
る

が
、

本
震

は
停

電
の

た
め

記
録

な
し

。
第

二
波

で
最

大
加

速
度

2
5
6
G

A
L
を

記
録

。

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
（
一

般
部

）
可

能
応

急
的

な
対

応
で

対
処

　
補

修

・
法

面
崩

壊
で

防
油

堤
ふ

く
ら

ん
だ

。
・
敷

地
7
.0

m
　

津
波

な
し

*
最

大
5
3
,1

3
0
.2

kL
の

屋
外

タ
ン

ク
貯

蔵
所

4
4
基

の
流

出
油

等
防

止
堤

で
、

地
震

発
生

前
に

は
防

油
堤

及
び

流
出

油
等

防
止

堤
に

は
異

常
は

な
く
、

各
堤

内
の

東
法

面
が

崩
れ

、
堤

に
割

れ
が

生
じ

た
。

*
1
ヶ

所

盛
土

沈
下

と
陥

没
可

能
　

　
補

修

*
最

大
5
3
,1

3
0
.2

kL
の

屋
外

タ
ン

ク
貯

蔵
所

4
4
基

と
最

大
5
6
,6

2
3
.3

kL
の

屋
外

タ
ン

ク
貯

蔵
所

7
1
基

の
流

出
油

等
防

止
堤

の
仕

切
の

防
止

堤
で

、
地

震
発

生
前

に
は

防
油

堤
及

び
流

出
油

等
防

止
堤

に
は

異
常

は
な

く
、

各
堤

内
に

は
危

険
物

の
停

留
は

な
か

っ
た

。
地

震
に

よ
り

地
盤

が
陥

没
し

て
流

出
油

等
防

止
堤

の
一

部
が

崩
れ

た
。

*
1
ヶ

所
　

1
,0

0
0
m

m
　

地
震

に
よ

り
防

止
堤

の
一

部
が

陥
没

し
、

約
1
,0

0
0
m

m
に

渡
っ

て
貫

通
し

た
。

片
側

併
用

盛
土

亀
裂

と
�崩

落
と

沈
下

可
能

応
急

的
な

対
応

で
対

処
　

補
修

*
同

上
。

上
記

陥
没

部
に

隣
接

の
た

め
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

被
覆

に
亀

裂
が

生
じ

た
。

*
1
ヶ

所
　

1
0
m

m
　

上
記

盛
土

防
止

堤
損

傷
に

近
接

の
た

め
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

被
覆

に
大

き
な

亀
裂

が
生

じ

2
2

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ
亀

裂
（
一

般
部

）
と

沈
下

可
能

機
能

維
持

で
き

る
　

補
修

・
と

こ
ろ

ど
こ

ろ
液

状
化

・
防

油
堤

：
1
ヶ

所
　

1
0
0
～

1
5
0
m

m
沈

下
(T

1
2
5
)　

そ
の

他
数

十
m

m
程

度
・
3
/
1
1
本

震
地

震
計

　
2
5
0
ga

l
*
6
/
1
5
現

在
復

旧
作

業
終

了
し

、
使

用
中

*
亀

裂
：
多

数
箇

所
　

約
2
0
m

m
　

沈
下

に
よ

る
容

量
の

不
足

2
1

番
号

1
6

被
災

状
況

施
設

の
使

用
性

そ
の

後
の

対
策
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